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ONE STEP PROJECTは、静岡県内152箇所の作業所

が加盟する「静岡県作業所連合会・わ」主催、Design 

Think + Do Tank「TAKT PROJECT」が企画・運営を行う、

授産製品開発の活性化を目的とした活動です。昨年こ

の活動が評価されグッドデザイン賞を頂くことができ

ました。昨年は「いいデザインって何だろう」という

テーマのもと「いいデザインには目的がある」事、そして

その目的をベースに具体的な色 /形に落とし込む事

全体がデザインであると学びました。今年は、昨年の考

え方をベースとし、よりスムーズに色 /形に繋げる考

え方を議論しました。今年から東部、中部、西部、各会

場２部構成での参加型ワークショップに加え、３回目に

各部の合同開催で改善製品の品評会を開催しました。

また、福祉施設商品のセレクトショップ「マジェルカ」

のオーナー藤本さんによる講義や、フォトグラファー

の坂本さんによる講義も同時に開催しました。製品の活

性化につなげていくためには、その魅力をいかに伝え

るかという事も重要になってくるからです。このよう

に2013年度のONE STEP PROJECTは、より幅広い視点

で製品開発の活性化に取り組みました。



ONE STEP PROJECT にとって、2年目となる 2013 年

度は「デザインの起・承・転・結」と題し、昨年学んだ

「いいデザインには目的がある」事を出発点に、その

目的を具体的に色 / 形として表現する方法について

学ぶことを目指しました。

改めて、「デザインがいいってどういうことでしょう

か？」とみなさんにお聞きすると、「かっこいい物！」

「センスがいい物！」「おしゃれ」、、、といった感覚的な

意見が数多く聞こえてきます。これはどれも正解です。

では、いざ作り手の立場になったときに、どうしたら

買い手にそのように感じてもらい、手に取ってもらえ

る製品になるのでしょうか？買い手は、色 /形を通じ

て製品の魅力を感じます。一方作り手としては、色 /

形を通じて買い手にどのような魅力を感じてもらう

のかがポイントです。そしてこの魅力の原点がデザ

インの目的となります。デザインを良くしたいと思

うと、どうしても見た目が気になりますが、色 /形を

考える前に、何を表現したいのか？つまりは、デザイ

ンの目的に立ち戻りながら、製品の魅力をもう一度考

えてみることが重要です。
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起 承 転 結

強調する 削ぎ落とす 味付ける

改めてデザインの目的を整理したうえでいよいよ

実際に色 /形に落とし込んでいきます。

しかし、ここに大きな壁があるのではないでしょう

か？デザインの目的が立ったからといって、色 /形が

自然に決まる訳ではありません。色 /形を決める事

は、無限の可能性から表現を選択して作り上げる事で

あり、正解も一つではありません。そのために迷いを

持つ事も多いはずです。

そんなときに物語を書く際に使う「起・承・転・結」

を思い出してください。「起・承・転・結」とは、

物語を書くうえで指針となる存在です。デザインす

る際にも、この「起・承・転・結」のような存在を見

い出すことができるのではないでしょうか。そして

その存在を理解したならば、きっと「デザインの目

的」と「色 / 形」の間にある壁を乗り越えるサポート

をしてくれるはずです。

それでは「デザインの起・承・転・結」とはどんな

ものか。それは「強調する」「削ぎ落とす」「味付け

る」。言葉だけではぴんとこないかもしれません。

この指針がデザインするうえで、「目的」と「色 / 形」

の間にどのように関わり、またどのように活用する

ことでこの 2 つを結び付けるのか、次のステップで

さらに理解を深めていきます。
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目的を形にするとき…

(いわば荒削り状態 )

文章などを書くとき…



「強調する」

「削ぎ落とす」

「味付ける」

value

only

target

デザインの目的をより明確にしていくものとして、

「強調する」「削ぎ落とす」「味付ける」という指針を学

びました。

「価値」「唯一性」「ターゲット」から導きだしたデザ

インの目的を表現するのに、伝えたいことはより

強調し、それ以外の要素はできるだけ削ぎ落とす。

そして、ターゲットに合わせて味付けを行うことで、

デザインの目的という形なきものに表現を与え、伝わ

る色 /形へとデザインしてきます。

遠回りのように思いますが、「デザインの目的」、

「強調する、削ぎ落とす、味付ける」、「色 /形」の 3つ

のプロセスを繰り返し行き来し、より明確なものに洗

練させていくことが、いいデザインを作り上げる近

道なのです。
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「デザインの起・承・転・結」がどのように活用されているか？

実際の商品を通して分析し、理解を深めました。

参考事例
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鼻セレブ（ネピア）
「Value」：鼻に優しい保湿ティッシュ
「Only」 ： 普通のティッシュより鼻がひりひりしない
「Target」 ：ティッシュに不満がある人（女性が多い？）

「強調する」：鼻を全面に押し出す
「削ぎ落とす」：鼻以外に目立つ要素は無くす
「味付ける」：かわいい動物

FREITAG
「Value」：一点一点違う柄の美しさ / エコ
「Only」 ： 他には無い
「Target」 ：他と違うバックを探している人

「強調する」：素材を全面に使う
「削ぎ落とす」：リサイクル以外の素材はほとんど　　
　　　　　　　使わない

「味付ける」：柄のトリミング位置

黒綿棒 
「Value」：黒色で耳の垢がよく見える！
「Only」 ： 普通は白い
「Target」 ：耳の垢確認してすっきり終えたいすべての人

「強調する」：真っ黒
「削ぎ落とす」：色以外いたって普通の綿棒
「味付ける」：--- 無し ---

雷バック（OIDEYO ハウス）
「Value」：知的障がい者が創る、一点一点違う柄の美しさ
「Only」 ： 他にはない
「Target」 ：他と違うバックを探している人

「強調する」：柄を全面に使う
「削ぎ落とす」：取っ手以外別の素材は使わない
「味付ける」：製作段階のステッカー色選び

剣玉大空シリーズ（山形工房）
「Value」：見た事の無い色
「Only」 ：普通は赤い
「Target」 ：剣玉をやる人・好きな人

「強調する」：多色展開
「削ぎ落とす」：色の違い以外はいたって普通
「味付ける」：競技用認定の形状

ojig（丸亀うちわ）
「Value」：あおぎたい方向に集中的にあおげる
「Only」 ： 他には無い
「Target」 ：うちわを買える人

「強調する」：普通の形から延長していくような形に
「削ぎ落とす」：延長した部分以外いたって普通
「味付ける」：ちゃんとした「うちわらしい」素材
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デザインの目的をより明確にしていくうえで、

「価値」「唯一性」「ターゲット」を念頭に、それぞれの

要素を「強調する」「削ぎ落とす」「味付ける」といった

視点で見直してみます。

今までは、この色をどうしようか？形はこれにしてみ

ようか？というように、確かな拠り所が無い状態で、

色 /形を考えていたのではないでしょうか？

そのひとつひとつを改めて、「強調する」「削ぎ落と

す」「味付ける」といった視点で分解していくことで

感覚的に色 /形を決めるということが減り、何を目的

としたデザインなのかを意識することができます。

「デザインの起・承・転・結」といった視点で、これ

まで自施設の商品に対して行ってきたデザインを

分析し、目的に沿っているかを確認してみました。

ঽਝଲષपणःथઅइथाॊ؛



各会場の様子

4.どのような意図で制作したのかなど、製品に対して詳しく説明
して頂きました。5.ありんこの里さんのクッション「ボンボン」
です。6.普段から抱えている製品を作る上での悩みなどを、他の
施設の方と共有しながら、楽しく会話されていました。
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1.2.3. それぞれ持ち寄って頂いた自施設の製品について、困っ
ている点、工夫した点について、それぞれ発表して頂きました。
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参加施設の製品に対して TAKT PROJECT もひとつひ

とつ診断していきます。診断は、参加者のみなさんに

製品について記入して頂いた分析シートを参照し、

 

を診断します。ここでも重要になるのが、デザインの

目的設定です。３つの指針がデザインの目的に対し

てどう機能し、どう連動しているのかを 1 番の判断軸

として診断しました。そして今後どう改善して行けば、

その製品をデザインの目的に近づけられるかについ

ても TAKT PROJECT内で具体的に議論しました。

←写真は皆さんからお預かりした製品の数々。

　ひとつひとつ分析・診断していきます。

૚઱ਝभૹષ॑൧૵खऽघ؛

「強調する」「削ぎ落とす」「味付ける」が実践

できているか？

その目的に対し、製品をさらに「強調する」

「削ぎ落とす」「味付ける」点はないか？

・

・
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デザインの診断後、診断結果を伝えるために今年も

診断シートを用います。1製品に対して１枚づつ用意

します。診断シートは２つの項目で構成されています。

１つ目は、「3 つの指針をどれくらい強く意識でき

ているか？」を正確かつ視覚的に伝える項目です。

満点を10点とし、「強調する」「削ぎ落とす」「味付け

る」それぞれについて、評価、図示されています。今後

の開発に生かすためには、現状において何が足りな

いのかを一目で把握することが出来ます。

２つ目は、製品自体の色 / 形に対する具体的なアドバ

イスです。１つ目の項目で図示した、現状を改善す

るために、もう少し改良した方が良い点を TAKT 

PROJECT による手書きの図でご提案しました。
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4.投票後、各施設の製品をリレー形式で発表して頂きました。5.苦
労されて改善されたこともあったせいか、みなさん説明する一言

一言に想いがこもっていました。6.投票で選ばれた上位３つの製
品に対して、TAKT PROJECT で講評させていただきました。

1.改善した製品を持ち寄り、「商品いいね！」「改善いいね！」の
２つの視点で投票会を行いました。2.投票会は、参加者全員で行
いました。3.改善前と改善後の製品が並べられており、２つの製
品を見比べながら、投票していきました。
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今回のクリニックでは、点字折紙（点字の入った紙を折紙にしたもの）のパッケージのデザインについて改善の

アドバイスをいただきました。改善後大きく変わった点は、パッケージの紙の色を淡い色からはっきりとした赤

色に変えたこと、点字の説明文を大幅にカットしたこと、製品名の表記をローマ字にしたことの三点です。改善

にあたって悩んだのは点字の説明文をカットする、というところです。こちらの伝えたいことを限られた文字数で

どのように伝えればいいのか…と、実は今現在も考え中です。早くTAKT PROJECTの皆さんに完成報告ができる

ようがんばりたいと思います。　

今回でクリニックへの参加は2回目となりますが、前回同様とても勉強になりました。次回も是非参加させてい

ただきたいと思います。ありがとうございました。　

牛乳パックを原料にした封筒は、手漉き和紙の自然な風合いを出す為に、余計な加工をせずに販売していました。

手漉き和紙として注目はされていましたが、売り上げに反映されず、悩んでいた中でデザインクリニックのワ

ークショップに参加し、‘柄をつけるといいのではないか’というアドバイスを頂きました。

また、商品を改良していく中で『見た目が綺麗』『使いやすい』という点も意識して自分達なりに追求し、封筒の種類

は、４種類の柄×3色をプリントした和紙で作成し、以前よりもカジュアルで手に取りやすい商品に変身させる

事ができました。

事業所内で以前から、商品のパンフレットの必要性を求められてきました。デザインクリニックの力をお借りし、

必要な情報の付け加えや削ぎ落としを行い、ようやく2度目の完成を迎えました。

パンフレットには写真が鍵となるので、カメラマンの坂本さんには色々とアドバイスを頂きましたが、実際にやって

みると光の加減や構図が難しく何十枚も撮らなければ満足のいく写真を撮ることができず苦労しました。

ぱっと見てクッキー等のパンフレットとわかるようにした為か、それを元にした注文を頂いたりしています。

試行錯誤の末に出来上がった富士山ビーズストラップ1号。しかし富士山と理解していただけないこともしばし

ばな完成度・・・。改善しなくてはと毎回思うのですが、一度これでGOしてしまうと、もう、どこをどう手直しし

てよいかすら解らない状態になっていました。そんな中デザインクリニックに参加し、TAKTさんや仲間からの

率直な意見をいただくことが出来ました。率直すぎて正直凹みましたが、マイナス点を自ら理解することで改善の

方向性が見えてくるようになりました。富士山ビーズストラップ2号は一目見て富士山だと解るものに仕上げる

ことが出来ました。改善は時として生み出すより大変なことかも知れません。でもピンチはチャンス！今回

チャンスをくださったこの企画に心より感謝いたします。ありがとうございました。

੝ఒःःबڭآਜ਼ؙक़ॖ६઄িؙ૝মཛྷஂऔ॒

੝ఒःःबآ�ਜ਼ؙডشॡ३ঙॵউॉعऴؙஒ਽౩౔ྒྷऔ॒

੝ఒःःबآ�ਜ਼ؙছএشঝ؞ই॓ش঒ؙ৛মዴऔ॒

੝ఒःःबآ�ਜ਼ؙुऎचःভଘૈহ঵ਚؙగજ്৕औ॒

西部・中部・東部みんなでお互いの製品に対して「改善いいね！」

と「商品いいね！」の投票結果です。「改善いいね！」の 2位は

お 2人いらっしゃいました。



投票結果

今回初めて参加させて頂きました。そして参加する前の『参考程度に…』という私の考えは、見事

に覆されました。『デザイン』というぼんやりとしたイメージを、きちんと定義づけをし、根拠に

基づいた製品にしていく工程は、とてもワクワクし、また、ＴＡＫＴの方たちの温かくて的確な

アドバイスをいただき、試行錯誤しながら製品が変わっていく過程も面白いと感じました。

このデザインクリニックでは、アイデアを形にすることが完成ではなく、その先にもっと大切なも

のがあるのだということを学ぶ事が出来ました。機会があれば是非また参加させてください。

ありがとうございました。

授産製品からの脱却という思いで、雑貨好きの若い女性をターゲットにして、私の地元でよく

目にするめざしをヒントに「めざしのなべしき」を考案しました。第一回のクリニックで先生

方に見てもらい、北欧雑貨を参考にするとよいとアドバイスを受け、いろいろ調べました。

ひもは麻紐から革紐に変えました。価格は当初500円と考えていましたが、800円で勝負し

てみたいと思いました。デザインクリニックでは多くのすばらしい製品を目にすることができ

ました。今後の参考にできればと思います。

俺のデザイナーのイメージはスゲェーしゃれおつな奴で少しお高くとまっていて、生意気に語

るのかなぁって勝手の想像していた。ところがタクトプロジェクトのメンツは凄い優しくて、

清潔感たっぷりで物腰が柔らかくて正直ビックリした。でも辛口だけど(笑 )

でも、デザインに対して、やっぱり筋が通っていて、くやしいけどすごいと思った。タクトとの

出会いがなければスゲェーみじめな小さい男だったが、出会いによって男としてチョッとだけ

大きくなれた。あと、自信が持てた。ありがとう。

ૹષःःबڭآਜ਼ؙुऎचःყؙਸઢྡྷ৕औ॒

ૹષःःबآ�ਜ਼ؙডشॡ३ঙॵউঐॼؙઢ੩ೣ঳औ॒

ૹષःःबآ�ਜ਼ؙਕন঩ञठयऩ౸ਓਚؙ਴᫖ધ಻औ॒
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全国初の福祉施設商品のみを扱うセレクトショップ「マジェ

ルカ」を運営する藤本さん。以前は、民間企業で、商品企画や

販売企画、売り場のプロデュースなどをされていました。

ところが 2 年半前、ある魅力的な福祉施設商品に出会った

際、「その魅力が十分に伝わっていない」ということを感じ

たそうです。より多くの人にその魅力を知ってもらうこと

ができれば、福祉施設商品には大きな可能性があるのではな

いか？そんな想いのもと「マジェルカ」をスタートすること

になりました。

住所 : 〒167- 0042 東京都杉並区西荻北 3-4-2, TEL : 

03-6671-7106, FAX : 03 - 6671- 4775, 営業時間 : 平日

12:00～20:00, 土日祝日 11:00～19:00,  休業日 : 火曜日

（変動する場合あり、ご来店前にご確認ください。）

HP : http://majerca.com/

「もっと売り上げを伸ばしたい！」というお話が良くあり

ます。では、どうしたら売れるのか？「売る」ということに

ついて、今一度考えてみる必要がありそうです。

そこで今回は「商品を作る事、売る事」と題し、藤本さんより

「売る」という視点から考える商品開発についてお話を頂き

ました。お話の中で特に藤本さんが強調されたのが、ター

ゲットの設定です。ターゲットを設定することで、その商

品がターゲットに対して売れたのか？売れなかったのか？

売れなかったとしたら、なぜ売れなかったのかという検証が

できます。商品の価値というのは、いくら魅力的だったとし

ても、買い手に届かなければ価値がないということと一緒

です。ターゲットに対して届く価値を探りあてるためにも、

販売を通した日々の検証の積み重ねが重要です。

「福祉施設商品には、一般の商品では得られない価値をお客 

様に与える事ができる。」講義の最後に、藤本さんからそんな

お話がありました。マジェルカでは、福祉施設で作っている

商品ということを、あえてうたっていません。つまり、お客様

は普通の雑貨屋さんに来たという感覚で商品を購入します。

購入された方は、障がいを持った方が作っているということ

を後から知ってとても驚かれるそうです。そして、その商品

へのより一層の愛着や、福祉施設商品を購入したという社会

貢献を付加価値として感じることができるそうです。価格の

安さだけではなく商品がもつ背景への共感が一つの価値とし

てお客様に伝わり購入へとつながります。このような時代だ

からこそ、福祉施設商品には大きな可能性が感じられます。

৸বੂૣ؛ ක઱ਝૹષभा॑ඞअ
७ঞॡॺ३ঙॵউَ ঐ४ख़ঝढ़ ؛ُ
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撮影する上で、重要なポイントは３つあります。それは「光」

「背景」「構図」です。この３つを意識することにより、身

近なコンパクトカメラでも十分に魅力的な写真が撮影でき

ます。まずは、この３つのポイントを意識し、どの様な写

真を撮りたいのか、明確なイメージを持つことが大切です。

身近なお店のホームページや広告を参考にしてみましょう。

ইज़ॺॢছই॓ش௳মऔ॒भ൥ଝ

蛍光灯を消して、自然な光が入ってくる窓
の付近で撮影してみましょう。
商品にあたる光の具合を目で確認し、きれい
な光を探しながら撮影します。

きれいな写真を撮るために、お皿やテーブルな
ど商品以外の小物にもこだわってみるのも、、、

商品をどんな配置で、どの角度から撮ると綺麗に
美しく撮れるのか、レンズをズームにしてみたり、
試行錯誤してみましょう。

坂本さんがコンパクトデジカメで撮影したクッキー。

3RLQW�����ଡ௕

3RLQW�����୾

3RLQW�����ూବ

以前から要望が多かったカメラの使い方について、プロの

フォトグラファーさんに講演をしていただきました。お話

しいただいたのは昨年のONE STEP PROJECT で会場風景を

撮影してくださったフォトグラファー坂本さんです。

どんなに魅力的な商品が出来ようとも、それを伝える写真が

良くなければ魅力は伝わりません。写真は、商品の魅力を伝え

る上で重要な役割を持っています。そこで、皆さんが持っている

身近なコンパクトカメラを利用して商品を魅力的に撮影す

るポイントを会場での実演を通してお話しいただきました。

左：蛍光灯での写真。右：自然光での写真。同じ状況の

写真を使い、光の違いをわかりやすく解説。

ૹષभྟৡ॑஫इॊ୼ઌभ૽સॉ؛
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講義内容が長くて疲れる時がありまし

た。内容自体は非常に役立ちました。

他施設の商品で刺激を受けた。写真の

撮り方もよかった。

期待通りいろいろな施設と話し合えてよかった。 自分たちの製品がより良くなったので

結果期待通りだった。

初めてだったのですべてに勉強でした。

カメラの講義はとてもおもしろかった

です。

意外と目からウロコのポイントなど小

さな所も聞くことが出来た。

販売している方のお話やプロのカメラ

マンまでとても参考になった。

他施設の製品をゆっくり見れて良

かった。

いろいろな事業所のいろいろな製品へ

の想いが見れて良かったです。

あらゆる点で参考になりました。他施設

の商品や取り組みを知ることもできて、

情報交換もでき良かった。

自分の施設のマーケティングができて

いないので、ちょっとずれているかな

と思いました。

製品の制作するための考え方がわ

かった。写真の撮影がわかりやすく勉

強になった。

初めての参加だったので、他の作品を

見たり熱意を感じたり、あつかった。

ビフォーアフターで商品を展示したの

で、比較ができて良かった。

今日の午後だけ参加させていただきま

した。マジェルカさんに行きたかった

ので静岡に来ていただけてお話を伺え

てHappy でした。

新商品開発のきっかけになった。意欲

も向上した。

タクトの方が１つ１つ評価して頂いた

ことがとても良かったです。

この取り組みと改善への努力が見えて

各自進んだ姿に感動しました。

投票にギモンを感じています。

正直、製品に対して想いは強かったもの

の、機能性など細かいことも見ると製品

に対しての自信や愛情が足りないこと

に気づかされた。１から考え直したい。

内容は、当初思っていたより、

とーても良かった。

プロってすごいです！また他施設の

方の素直な意見、ありがとうござい

ました。

カメラの撮り方を実演して頂きながら

学ぶことができ、明日からもできそう

な内容だったためやってみようと思い

ます。

いろいろなご意見をいただき自分自身

が原点の想いに帰れ改善する事ができ

ました。

1回、２回目は思った通りでした。３回

目のカメラはもっと実践が欲しかった

です。

商品に対する見方がまず変わった。

target をどこにするのか考えれるよう

に意識していきたい。

２回目の参加となり、アドバイスに頼

るばかりではなく、自分で考えるとい

う事がわかったので、さらにいろいろ

考えた。

マーケティングについて学ぶ機会が少

ないので、どの話もとても参考になり

ました。

販路を自ら広げていかなければいけな

いなと感じた。今一度商品について真

剣に考えていこうと思う。

商品の売り方やターゲットの設定の大

切さなど、シビアな面を知ることがで

きてよかった。

ここまで正直皆さんが改善努力して来

るとは思いませんでした。期待以上！

マジェルカ藤本さんの講義を聞いてわ

かりやすくて良かった。又はカメラの

撮り方も参考になった

自社製品を３回に渡り見直していった

事はとても勉強になった。３回目の審

査の前に皆の製品を一つずつ紹介して

もらいたかったです。

マジェルカの藤本さんの視点からのお

話が、これからの福祉施設の商品販売

の形を深く考えさせてくれる内容で良

かったです。

昨年参加できていませんが、思ってい

たよりずっと良かったです。

自分の作った製品に対して他の方が

作った製品の良い所、悪い所などの色々

な意見交換ができた事が良かったです。
今回仕事の都合で３回参加した職員

が違ったので流れをつかむのが大変

だった。

期待通りで、きびしいことも聞けて良

かった。

グループ変えをした事で１回目、２回目

と違う作品や意見がでたので良かった。

ターゲットをどのように絞り込むのが

最善なのかがまだよく分からず、ぶれ

ています。

どこをどう改善して良いのか、、、

出口がみえない所で、明確に改善の方

向がみえました。デザインは特別なも

のと捉えていましたが、プロの方の素

直なご意見をいただきデザインもアイ

ディアもちょっとしたことのつみ重ね

だと実感させていただきました。

今の状態をどうにかしたいと考えてい

たので具体的に教えていただいて答え

は見つけられた気がする。

商品作りとは、甘いものではないとよ

くわかった。

色々な商品を見させていただきスゴイ

楽しかったです。

商品改善について深く考える機会にな

りました。

製品を作ることに対して

V,T,O（value,target,only）に対する

意識をさらに強調、そぎ落とし、味つ

けという観点を意識し製品を見る目も

ついたかな。

カメラの扱い方すごく参考になりました！

商品の改善点などとても勉強になった。

たいへんわかりやすかった。自分では気が付かなかった点にきづか

せてもらった。

キビシイお話がとてもガツンとために

なりました。

写真の撮り方。プロからの視点、売る

側の意見など。

写真についての講座が勉強になった。

藤本さん授産製品に対する考えがとて

も参考になった。

自分の製品（作品）に対して、グルー

プで検討し合う作業が楽しくよい勉強

になりました。ただし、第１回目、２

回目とグループのメンバーが変わって

残念でした。

製品に対する姿勢を教わったこと。カ

メラワークも目からウロコでした。他

の（中部、西部）の方達の製品もいろい

ろ見ることができて参考になりました。

自社の製品の見直しをしていく時のデ

ザインのノウハウが少しは理解できた

と思います。
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色々な製品を見て、勉強になった。 考え方が変わりました。

つきぬけたデザイン。値段設定。

もっと具体的にターゲットを絞る。

色、形などの他商品を参考にするのが

多かったです。

デザインを考えはじめる時にまずコン

セプトとターゲットを決めようと思っ

た。形から入るのはやめる。

ターゲットを見極める事。売れる商品

を作る！

他の施設の商品も見る事ができて、幅

が広がった。

他の施設の様子がわかるので役に立つ

と思う。

藤本さんのターゲットの話。

ターゲットをしぼること！！自分だけ

でやろうとしないこと。

ターゲットをしぼるという考え方。

ターゲットを絞り込むことの大切さを

痛感した。

改善後の考え方は、他の事業所のもの

でも参考になる。

ターゲットを明確にすること。もっと

周りの視点や考えを取り込むこと。遠

慮しないで周りに相談したい。

ラッピングの大切さを学んだ。同じ製

品でも全く違って見えた。写真では光

の使い方なども。

他の事業所さんの、製品の改善案が参

考になった。

写真撮影の仕方

消費者の視点を理解するためのマーケ

ティングの大切さ。

いろいろな物にチャレンジしようと思

いました。

「ターゲットをしぼる」→徹底します！

「強調する」「味付ける」「削ぎ落とす」

→基本でがんばります！

私は一色で製品を作ったので色々な色

を使ったらよいなどと言う事

新製品を作るための考え方のプロセス

（流れ？）

施設のオリジナルを使う。統一性をも

たせる。

商品の見せ方はとても勉強になりまし

た。又、コンセプトを具体的に考える

という点についても持ちかえって、検

討したいと思いました。

カメラの撮り方（光の調整や三脚を使

用する等）

Target を考えていきたい。お客さんの

立場に立って見て、商品の改善、開発

をして、商品の値段を上げて行きたい。

販売につなげるように、ターゲットを

しっかりと決め、それに向かい商品力

をつけたい。写真の写し方も良かった。

陶芸に関しては、良い機会となったと

思います。

そぎおとし、こだわり、語れる商品。

２段階の価格設定。「売る」という強い

気持ち。

パッケージ、店頭での意見、売る側の意見。

開発するにあたってのアイディアをい

ただきました。タグやパンフレットなど

さっそく工夫してみます。カメラでやっ

てみるゾ！

製品に対して責任を持つことを心にお

いて、ターゲットを絞っていく。自分

が欲しい物を作る。

魅力ある商品にみせる写真が撮ること

ができそう。

紙について

展示、陳列について。

ターゲットに焦点をあてたもの。

ターゲット、コンセプト決定の具体的

な方法

自分的にはあまり参考になりませんで

した。

日頃から文具店や雑貨店にいき、みて

いたりしますが、違った目線での指摘

をしていただいてよかった。

パソコンでやるデザインの方法

全てが参考になりました。

第１回で勉強したにもかかわらず、忘

れがちになっていたことも多かったの

で再考することができました。

他の方からの意見が色々わかったので、

聞きたい事はないです。

構図の勉強の仕方。

ありました。

私の作品はアドバイスをいただく前の

作品であり意識改革が必要だと思った。

改善した点の意見をもっと聞きたかった。

素材に対して、具体的に活用する方法な

ど、悩んでいることを解決したかった。

厚手のものや布のほつれやすいものの

加工など。

素直な心と目が大切ですね。学びました！

ターゲットを絞った商品開発の考え方。 ターゲットに対する具体的なヒント

たくさんあってデザインはたいへんな

作業であり奥深い物で聞くことが多い

ので！

具体的なアドバイスが直接聞けるとう

れしいです。

評価を受けて満足です。
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授産推進部会　　安間  孝明

今から２年前、授産部会で「実質効果の現れる研修を

開きたい」と検討していたところにタクトさんを紹介

して頂き、私たちの思いを遠慮なくぶつけさせて頂

いたことが「デザインクリニック」のきっかけでした。

個別の指導をしてもらえる機会を事業所に提供でき

ればと、タクトさんと意見交換を重ね、この授産製品

の活性化を目指す活動を「ONE STEP PROJECT」と

命名し、デザインクリニックはスタートしました。

今年度は、『デザインの起・承・転・結』というテーマ

のもと、県内各地区（東部・中部・西部）2 回のクリニック

に加え、全地区合同の品評会及び特別セミナーを開催

しました。この改善製品を持ち寄っての品評会には

参加者も 50 名を超え、マジェルカの藤本さんによる

バイヤー視点からの厳しい指摘、フォトグラファー坂本

さんのユーモア溢れる実演指導とあわせ、本当に実り

ある研修となりました。正直、一夜漬けでデザイン力

が付くことなどなく、まして販促など簡単なことでは

ありませんが、参加者の持ち寄った改善製品からはど

れも真摯な努力の跡が伺えました。何より参加者が改

善過程を楽しんでいることが印象的で、私たちも開催

の意義を改めて実感しました。

最後になりますが、このデザインクリニックの活動が

2013 年度グッドデザイン賞を受賞しました。これ

は画期的なことで、会員事業所が使える広報ツール

に活用していきたいと考えています。また、参加者

の皆さまをはじめ、今後もデザインクリニックを通

じて繋がったこの良い関係を継続できたらと考えて

います。皆さま、本当にありがとうございました。

今年も昨年に引続き静岡県作業所連合会・わのみな

さんにお声掛けいただき、デザインクリニックの企画

運営に協力させて頂きました。

今回のデザインクリニックの一番の収穫は、参加者

のみなさんに製品の改善を「楽しむ」という気持ちが生

まれてきたことです。デザインクリニック以前は、製品

を作り上げるうえで、なんとなく作るということも

あったかと思います。しかし、この２年間製品をデ

ザインする思考法について考えてきたなかで、製品が

改善され、みなさんの中に、少しずつこだわりが強く

なってきたように感じています。製品作りは、何より

楽しみながら作ることが大切だと思っています。

子育てと同様、製品作りには苦しみが伴うと思いま

す。その中でも、生み出し、そして育てていく楽しみ

を見いだすことができれば、継続的に改善が加わり、

製品に対してより強い愛着が湧いてくるのではないで

しょうか？このように、魅力的な製品を生み出すだ

けではなく、魅力的な製品を生み出し、育てる楽しみ

をみなさんと共有できたことが、とても嬉しく思ってい

ます。そして、この「楽しむ」という気持ちが魅力的な製

品を作り出すサイクルにつながっていくことを願っ

ています。

最後になりますが、ご協力頂いたすべての皆様、この

ような機会を頂き本当にありがとうございました。

利用者にも作業できる（製作できる）品

物を知りたい

ディスプレイの仕方

プロジェクターに出す物の資料を頂け

ると助かります。

今回のようにしてほしい。

展示の仕方を学びたい

「売る」視点からのとりくみ

雑貨のデザイナーさんの意見を聞いて

みたい。

バザーのレイアウトや見せ方について

知りたい。

製品のクオリティーと利用者さんがど

こまで関われるかのアイディア

次は藤本さんも入れた販売会も出口に

入れたい思いました。

ディスプレイについて勉強してみたい。

是非色々な事でアドバイスをいただけ

る場所や機会をまた作っていただきた

いです。

商品について疑問に思ったことを質問

できるようにしたい。

ディスプレイの仕方

今回の会前後の発表リレー方式は良

かったですね。一方的な話を聞くので

はなく

自分達だけでは、思考がかたよってし

まうので今後もぜひ参加したい。

今回は東部だけでなく、中部、西部の

作品も見られて良かったです。

写真のとり方について、参考になった

ので、次回もぜひ。

やはり陳列、商品の見せ方について。
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